
 

安
八
町
で
は
、

第
二
次
避
難
所

が
小
中
学
校
５
か
所
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、

総
合
体
育
館
の
合
計
７

か
所
あ
り
ま
す
。

日
本
教
育
研
究
所
の

２
０
１
２
年
の
調
査
で

は
、
非
常
用
電
源
と
な

る
自
家
発
電
装
置
を
校

内
に
備
え
た
学
校
は

27
・
５
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

最
高
の
整
備
率
は
、

神
奈
川
県
の
78
％
で
、

静
岡
県
74
％
、
東
京
都

66
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
の
被

災
地
で
は
自
家
発
電
装

置
が
な
く
、
数
日
間
、

照
明
も
暖
房
も
な
い
中

で
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
被
災
者
も
い

ま
し
た
。
ち
な
み
に
岐

阜
県
は
54
％
で
す
。

ま
た
、
備
蓄
倉
庫
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
東

京
都
の
98
％
を
最
高
に
、

神
奈
川
県
、
静
岡
県
と

続
き
ま
す
。
岐
阜
県
は

50
％
で
す
。
さ
ら
に
、

貯
水
槽
・
浄
化
装
置
で

水
を
確
保
で
き
る
学
校

は
、
東
京
都
80
％
、
静

岡
県
は
76
％
で
あ
り
、

岐
阜
県
は
41
％
で
す
。

安
八
町
で
は
、
現
在

防
災
計
画
を
策
定
中
で

す
。
今
ま
で
は
予
算
の

都
合
も
あ
り
、
学
校
等

の
耐
震
を
優
先
し
て
き

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
自
家
発

電
装
置
、
備
蓄
倉
庫
、

貯
水
槽
・
浄
化
装
置
な

ど
の
設
備
は
不
足
し
て

い
ま
す
。
そ
の
整
備
は

喫
緊
の
課
題
で
す
。

 

自
家
発
電
装
置

は
、
総
合
体
育
館

で
整
備
し
て
い
ま
す
が
、

他
の
６
か
所
に
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
順
次
整
備
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

備
蓄
倉
庫
は
、
町
内
５

か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

第
二
次
避
難
所
で
は
、
３

小
学
校
に
設
置
し
て
い
ま

す
が
、
他
の
４
か
所
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の

第
二
次
避
難
所
に
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

貯
水
槽
・
浄
化
装
置
に

つ
い
て
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ

タ
ワ
ー
と
呼
ば
れ
る
「
緊

急
飲
料
水
貯
水
槽
兼
防
火

水
槽
」
が
、
６
カ
所
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
基

当
た
り
４
万
リ
ッ
ト
ル
の

飲
料
水
が
備
蓄
さ
れ
て
い

ま
す
。
３
リ
ッ
ト
ル
を
大

人
１
日
分
と
す
る
と
、
一

基
当
た
り
１
万
３
千
人
の

１
日
分
と
な
り
、
町
民
の

５
日
分
の
備
蓄
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
災
害

用
設
備
の
整
備
状
況
に
つ

い
て
は
十
分
と
は
言
え
ず
、

さ
ら
に
拡
充
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
的
な
制
約
は
あ
り

ま
す
が
、
計
画
的
な
整
備

を
進
め
る
た
め
、
た
だ
今

見
直
し
作
業
を
進
め
て
い

る
「
安
八
町
地
域
防
災
計

画
」
の
中
に
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問
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Q U E S T I O N
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A N S W E R

防
災
用
自
家
発
電
機
な
ど
の

避
難
所
へ
の
整
備
を
急
げ

計
画
的
な
整
備
を
進
め
ま
す

［
総
務
部
長
］大

おおひら

平文
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雄
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ここが聞きたい
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